
遺産分割前の預貯金の
払戻し方法について相続の豆知識相続の豆知識

知ってお き た い

2020年4月1日現在

相続・不動産のご相談は三菱UFJ信託銀行へ
ご相談希望日の３営業日前までにお取引店または最寄りの店舗へご予約ください。

スマートフォンからの
ご予約はこちらから

最寄りの店舗を
お探しの場合はこちら

相続開始時の
預貯金債権額
（口座基準）

当該払戻しを行う
共同相続人の
法定相続割合

単独で払戻し
可能な額 × 　   ×= 1

3（　　　　  　　

（　　　　  　　 ）　　　　  　　

  ）金融機関ごとに
上限額150万円

❶ 家庭裁判所の手続きを利用する方法

❷ 一定範囲内で、単独で金融機関等の窓口で払戻しを受ける
（家庭裁判所の判断不要）

金融機関が口座名義人の死亡の事実を知ると、預金口座は一旦凍結され、入出金・振込・記帳・
貸金庫・公共料金の引き落とし等、原則全てのお取引ができなくなります。ただし、2019年7月1日
以後の相続については遺産分割前でも、生活費や葬儀費用の支払い、相続債務の弁済などに対応
できるように払戻しが受けられるようになりました。方法は次の2つです。

上記❶❷以外にも次のような方法があります。くわしくは三菱UFJ信託銀行へおたずねください。

万一の時、他の相続人に関係なく、受取人が死亡保険金の請求手続きを単独で行うことができます。  

預貯金債権に限り、仮分割の仮処分の要件が緩和されました。仮払い
の必要があり、他の共同相続人の利益を害さない限りとなります。

［ 生命保険の活用 ］

・ 万一の時、ご家族がすぐに必要な一時金を受け取れます。
・ 相続発生後も、ご家族が一定の金額を定期的に受け取れます。

［ 相続型信託「ずっと安心信託」の活用 ］


